
自然・人・産業の和で築く安心のまち
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◆ 越後湯沢駅から上越線乗り換え 乗車15分
◆ 関越自動車道 塩沢石打ICから車で15分 

   

←湯沢 浦佐→ 

六日町→←湯沢 

 

第四銀行 
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市役所塩沢庁舎  

塩沢郵便局 

国道17号 
島新田入口

JR塩沢駅 

塩沢小学校

会 場
周辺図

◆ 越後湯沢駅から上越線乗り換え 乗車15分
◆ 関越自動車道 塩沢石打ICから車で15分 
◆ 越後湯沢駅から上越線乗り換え乗車15分

【問合せ】塩沢商工会　☎７８２-１２０６

　イベント日程
●　水　行　会　場　12：00　清水「火生の滝」（国道291号線を行き止まりまで行き、左に徒歩3分）
●　地歌舞伎公演　14：00　塩沢勤労者体育センター
　　　　　　　　　演目：仮名手本忠臣蔵七段目「祇園一力茶屋の場」（しおざわ子ども歌舞伎）
●　書　　道　　展　2月16日（土）～ 3月3日（日）　塩沢公民館で開催
　ふれあい広場（主会場）周辺
餅つき、甘酒サービス、地酒・飲食コーナー、露店多数
●　12：30　箏（こと）の演奏（塩沢信組本店）
●　14：00　織物展示会、小物抽選会
　　　　　　（鈴木牧之記念館 入場無料　9：00～20：30）
●　15：00　子ども福餅まき
●　17：00　ローソク点火
●　17：30　百八燈大護摩
●　18：00　餅つき
●　19：00　雪のステージイベント
　　　　　　【内容】・バルーン・パフォーマンス（ピエーロ・タカ）
　　　　　　　　　・新潟総踊り05神楽（第一上田小学校5・6年生）
　　　　　　　　　・よさこい踊り（えつなん☆雲雀、遊・友・YOU）
　　　　　　　　　・HIP HOPダンス（典子モダンダンススタジオ＆JWS）
●　20：35　子ども福餅まき
●　20：45　一般福餅まき
●　21：00　終了予定
※天候などにより内容を変更する場合があります
◆塩沢商工会ウェブサイト　URL　http://shiozawasho.jp/

　
　ひな雪見かざり　　2月16日（土）～ 4月3日（水）
三国街道塩沢宿（牧之通り周辺）の約60軒で公開します
　俳　　句　　会　　2月17日（日）　9：00 ～ 「喰処 はなや」

同　時　開　催　！

しおざわ子ども歌舞伎

主会場

牧之通り

2月16日（土）
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勤労者
体育センター 

市役所塩沢庁舎  

塩沢郵便局 

島新田入口

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー

ド
）
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
優
れ
た
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
で
、
写
真
付
き
と
写
真
な
し
の
２

つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
で
所
得
税
の
確
定
申
告
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

住
基
カ
ー
ド
の
メ
リ
ッ
ト

①
身
分
証
明
書
と
し
て
使
え
ま
す

　

写
真
付
き
の
住
基
カ
ー
ド
は
、
公
的
な

身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

②
税
金
の
電
子
申
告
が
で
き
ま
す

　

住
基
カ
ー
ド
内
に
「
電
子
証
明
書
」
の

交
付
を
受
け
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
で
確
定
申
告
が
で
き
ま

す
。
利
用
に
は
、
電
子
証
明
書
付
き
の
住

基
カ
ー
ド
と
パ
ソ
コ
ン
に
接
続
す
る
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
必
要
で
す
。

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
メ
リ
ッ
ト

①
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

　

確
定
申
告
（
24
年
分
）
を
、
申
告
期
限

内
（
平
成
25
年
3
月
15
日
ま
で
）
に
ｅ
‐

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
行
う
と
、
最
高
３
、

０
０
０
円
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
23
年
分
以
前
の
確
定
申
告
で
控
除
を
受

け
た
人
は
対
象
外
）

②
還
付
金
が
早
く
受
け
取
れ
ま
す

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付
申
告

は
、
書
面
申
告
と
比
べ
早
く
処
理
さ
れ
ま

す
。

③
添
付
書
類
が
省
略
で
き
ま
す

　

源
泉
徴
収
票
や
医
療
費
の
領
収
書
な
ど

の
記
載
内
容
を
入
力
し
て
送
信
す
る
と
、

こ
れ
ら
の
書
類
の
提
出
・
提
示
を
省
略
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
開
始
後
、
５
年
間

は
提
出
・
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）

詳
し
く
は
【
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
】
で　
検
索

U
RL http://w

w
w
.e-tax.nta.go.jp/

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
問
合
せ

小
千
谷
税
務
署

　
　
　

☎
０
２
５
８

－

８
３

－

２
０
９
０

確
定
申
告
は
住
基
カ
ー
ド
で
！

【
問
合
せ
】●
カ
ー
ド
関
係　
市
民
課　

☎
７
７
３

－

６
６
６
１

　
　
　
　

●
申
告
の
関
係　
税
務
課　

☎
７
７
３

－

６
６
６
８

※
こ
の
ペ
ー
ジ
の
確
定
申
告
と
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
こ
と
で
す

住基カードみほん

窓 　 　 口

受 付 時 間

有 効 期 間

　
必要なもの

手 数 料

交 付 時 間

本庁舎市民課、大和庁舎大和市民センター、塩沢庁舎塩沢市民センター

・運転免許証・パスポートなど（顔写真つき公的身分証明書）
・代理申請と本人確認ができない人は、本人確認のため再来庁していただきます
　※詳細は市民課へ問合せください
　※住基カードに必要な顔写真は、各庁舎で無料撮影できます

本庁舎（約30分）大和・塩沢庁舎（約1週間）
※2・3月は申告期で窓口が込み合います
　時間に余裕を持ってお越しください

500円
※満65歳以上で運転免許証を自主返納  
　し、返納日から1か月以内に「申請によ
　る運転免許の取消通知書」を持ってき
　た人は、無料です

500円
※住基カードと合わせて交付を受けると
　1,000円になります

月～金　8：30～17：00　（祝日を除く）

住基カード 電子証明書

発行日から10年 発行日から３年

住基カードと電子証明書の申請方法
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市
で
は
、
今
後
の
少
子
高
齢
化
社
会
、

魚
沼
基
幹
病
院
（
仮
称
）
の
建
設
や
文
教

施
設
の
再
配
置
な
ど
に
向
け
て
、
バ
ス
交

通
を
中
心
に
公
共
交
通
を
抜
本
的
に
見
直

し
、
今
後
も
継
続
的
に
サ
ー
ビ
ス
し
続
け

ら
れ
る
公
共
交
通
体
系
を
再
構
築
す
る
こ

と
を
目
指
し
、「
南
魚
沼
市
生
活
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

◇
意
見
を
公
募
す
る
目
的
は

　

平
成
24
年
度
末
ま
で
に
「
南
魚
沼
市
生

活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
」
で
そ
の
最

終
案
の
検
討
が
さ
れ
ま
す
。そ
の
過
程
で
、

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見

を
反
映
さ
せ
、
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
計
画
を

作
る
こ
と
で
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
市
の

考
え
方
と
あ
わ
せ
て
公
表
し
ま
す
。
た
だ

し
、
個
々
の
ご
意
見
に
直
接
回
答
は
し
ま

せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
閲
覧
と
意
見
の
募
集
期
間

　

2
月
15
日
（
金
）
〜
3
月
8
日
（
金
）

◆
閲
覧
窓
口

・
本
庁　

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

・
大
和　

大
和
市
民
セ
ン
タ
ー

・
塩
沢　

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

・
市
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

 

南
魚
沼
市　
生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画 

で
検
索

◆
意
見
の
提
出
方
法

　

住
所
、
氏
名
を
明
記
し
、「
生
活
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
」
と
書
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
窓
口
に
持
参

　

閲
覧
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。
記
入
用

　

紙
が
必
要
な
人
は
係
員
に
申
し
出
て
く

　

だ
さ
い
。

②
郵
送　

〒
9
4
9

－

6
6
9
6

　

南
魚
沼
市
六
日
町
1
8
0

－

1

　

南
魚
沼
市
役
所　

都
市
計
画
課　

都
市

　

計
画
係　

宛

③
Ｆ
Ａ
Ｘ　

7
7
2

－

8
6
5
9

　

「
都
市
計
画
課　

宛
」
と
明
記
し
て
く

　

だ
さ
い
。

④
Ｅ
メ
ー
ル

　

toshikei@
city.m

inam
iuonum

a.lg.jp

⑤
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

入
力
フ
ォ
ー
ム
に
入
力
し
、
送
信
し
て

　

く
だ
さ
い
。

※
電
話
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は

　

市
が
政
策
立
案
に
あ
た
り
、広
く
住
民
に
素
案

を
公
表
し
、そ
れ
に
対
し
て
出
さ
れ
た
意
見・情

報
を
考
慮
し
て
最
終
決
定
を
行
う
制
度
で
す
。

　

合
併
の
際
に
行
政
区
域
が
拡
大
し
、
地

域
の
声
が
行
政
の
施
策
に
反
映
さ
れ
に
く

く
な
る
と
心
配
さ
れ
る
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
「
市
町
村
の
合
併
の
特
例

に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
、旧
大
和
町
・

旧
塩
沢
町
の
区
域
に
地
域
審
議
会
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

合
併
の
総
仕
上
げ
と
し
て
第
1
次
南
魚

沼
市
総
合
計
画
も
計
画
期
間
の
終
盤
と
な

り
、
引
き
続
き
身
近
で
、
市
民
の
声
が
行

き
届
く
行
政
を
目
指
し
、
5
期
委
員
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◆
人
数

　

大
和
・
塩
沢
地
区　

各
4
人
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
で
選
定
し
ま
す
）

◆
任
期

　

平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら
2
年
間

◆
主
な
仕
事

　

主
に
次
年
度
に
予
定
さ
れ
る
事
業
や
地

域
独
自
の
課
題
に
つ
い
て
、
ご
意
見
を
お

聞
き
し
ま
す
。

◆
条
件

・
大
和
地
区
地
域
審
議
会

　

合
併
前
の
旧
大
和
町
の
区
域
に
お
住

い
の
人

　

当
該
区
域
に
存
す
る
事
業
所
に
勤
務

す
る
人

・
塩
沢
地
区
地
域
審
議
会

　

合
併
前
の
旧
塩
沢
町
の
区
域
に
お
住

い
の
人

　

当
該
区
域
に
存
す
る
事
業
所
に
勤
務

す
る
人

◆
締
切
り

　

2
月
28
日
（
木
）
ま
で

◆
申
込
み
方
法

　

地
域
審
議
会
公
募
委
員
申
込
書
に
記
入

し
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
企
画
政
策
課
に
あ
り
ま
す
。

希
望
者
に
は
郵
送
し
ま
す
。
市
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
都
市
計
画
課　
都
市
計
画
係　

☎
7
7
3

－

6
6
6
2

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
公
募
手
続
）を
実
施
し
ま
す

 

テ
ー
マ  

南
魚
沼
市
生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
企
画
政
策
課　
企
画
班　

☎
7
7
3

－

6
6
7
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
7
7
2

－

3
0
5
5

地
域
の
声
を
行
政
に
！

地
域
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
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【
問
合
せ
】
商
工
観
光
課　
観
光
交
流
班

　
　
　
　
　

☎
7
7
3

－

6
6
6
5

　

皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
ず
も
っ
て
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
１
年
と
な
り
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
私
に
対
し
ま
し
て
も
倍
旧
の
ご
指

導
と
ご

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
12
月
16
日
に
は
衆
議
院

議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
３
年
半
ぶ
り

に
自
民
党
が
政
権
復
帰
を
果
た
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
暮
れ
に
は
新
内
閣
が
発

足
し
、
デ
フ
レ
脱
却
、
景
気
回
復
を
最

優
先
と
す
る〝
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
〞が
始
動

い
た
し
ま
し
た
。そ
の
効
果
は
大
き
く
、

円
安
株
高
基
調
が
進
み
、
景
気
回
復
に

も
明
る
い
き
ざ
し
が
見
え
て
来
た
と
こ

ろ
で
す
。
久
し
振
り
に
希
望
の
持
て
る

年
を
迎
え
ら
れ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
気
運
を
持
続
さ
せ
、

実
態
と
し
て
の
景
気
回
復
を
果
た
す
た

め
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
施
策
を
ど
う
実

行
し
て
い
け
る
の
か
が
問
わ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
正
に
正
念
場
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
地
方
自
治
体
の
働
き
や
力
量

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
私
も
非
常
に

緊
張
し
つ
つ
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
巳
年
で
す
。
俗
に
言

わ
れ
て
い
る
こ
と
は〝
蛇
〞は
金
運
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
信
奉
者
は
財
布
の

中
に
蛇
の
抜
け
殻
を
入
れ
て
お
く
人
も

い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
も
金
運
が
訪
れ
ま

す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。（
た
だ

し
、
金
の
亡
者
に
な
ら
な
い
よ
う
お
互

い
気
を
付
け
た
い
も
の
で
す
。〝
物
で

栄
え
て
心
で
滅
ぶ
〞こ
と
の
な
い
よ
う

に
…
。）

〜
追
伸
〜

　

昨
年
は
市
長
選
挙
の
件
も
あ
り
、
11

月
か
ら
こ
の
「
一
言
日
記
」
を
休
載
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
気
持
ち
も
新
た
に

掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
ご

愛
読
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

新
年
を
迎
え
て

　

六
日
町
小
学
校
で
は
、
3
年
生
の
総
合

学
習
の
時
間
に
「
六
小
探
偵
団
〜
郷
土
料

理
の
秘
密
を
探
れ
！
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
、郷
土
料
理
を
通
し
て
、地
元
の
歴
史

や
文
化
を
学
ぶ
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、「
南
魚
沼
き
り
ざ
い
Ｄ
Ｅ

愛
隊
」
に
「
き
り
ざ
い
」
の
話
と
活
動
内

容
を
発
表
し
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
あ

り
、
12
月
12
日
の
第
6
限
に
メ
ン
バ
ー
4

人
で
お
邪
魔
し
て
き
ま
し
た
。
毎
月
の
よ

う
に
視
察
団
体
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
や
講

演
な
ど
、
大
人
を
対
象
に
話
を
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
小
学
校
3
年
生
と
い
う
こ

と
で
、
ど
こ
ま
で
内
容
を
理
解
し
て
も
ら

え
る
の
か
、
と
て
も
心
配
で
し
た
。
写
真

や
漫
画
な
ど
を
多
用
し
、
わ
か
り
や
す
い

説
明
を
心
が
け
た
の
で
す
が
、「
き
り
ざ

い
」
の
定
義
や
活
動
理
念
の
話
と
な
る
と

少
し
難
し
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今

後
は
、
内
容
を
直
し
、
も
っ
と
分
か
り
や

す
い
発
表
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

発
表
会
が
終
わ
り
、「
き
り
ざ
い
丼
」

の
ふ
る
ま
い
の
時
間
に
な
る
と
、
が
ぜ
ん

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
な
り
、「
お
い
し

い
、
お
い
し
い
」
と
お
か
わ
り
に
並
び
、

完
食
し
て
く
れ
ま
し
た
。
先
生
方
に
も
喜

ん
で
い
た
だ
き
、
今
後
も
何
か
一
緒
に
活

動
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
は
、
石
打
小
学
校
4
年
生
の
授
業
に

参
加
す
る
予
定
で
す
。
隊
員
の
予
定
が
合

え
ば
、
市
内
の
学
校
の
ど
こ
で
も
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
声
掛

け
く
だ
さ
い
。

BASAMA ROBO
　大河原邦男

六
日
町
小
学
校
３
年
生
の
総
合
学
習

「
郷
土
料
理
探
検
隊
」に
お
邪
魔
の
巻

　

〜
き
り
ざ
い
Ｄ
Ｅ
愛
隊
奮
闘
記
②
〜
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対
象

　

平
成
4
年
4
月
2
日
か
ら
5
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
市
内
の
中
学

校
を
卒
業
し
た
人
、
中
学
校
在
学
時
に
市

内
に
お
住
ま
い
だ
っ
た
人
、
25
年
1
月
1

日
現
在
、
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

※
3
月
初
旬
、
対
象
者
に
案
内
を
お
送
り

し
ま
す

日
時　

5
月
3
日
（
金
）
憲
法
記
念
日

　
　
　

午
後
1
時
〜
3
時
（
終
了
予
定
）

受
付　

正
午
〜
午
後
0
時
50
分

会
場　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
一
緒
に
運
営
し
ま
せ
ん
か
？
】

　

新
成
人
で
、
式
の
司
会
進
行
や
受
付
、

企
画
な
ど
、
運
営
の
一
部
を
一
緒
に
し
て

み
た
い
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
20
歳
の

記
念
に
、
思
い
出
に
残
る
成
人
式
に
し
ま

せ
ん
か
。
お
ひ
と
り
で
も
お
友
達
と
一
緒

に
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
申
し
込
み
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
公
開
中

　

南
魚
沼
市　

成
人
式 

で 

検
索

 U
RL　

http://w
w
w
.city.m

inam
iuonum

a.
niigata.jp/

◆
締
切
り　

3
月
4
日
（
月
）

【
問
合
せ
】
総
務
課
（
成
人
式
担
当
）

　
　
　
　
　

☎
7
7
3

－

6
6
6
0

25
年
度 

成
人
式
の
ご
案
内

寄
り
添
う
人
が
い
る
こ
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　

素
晴
ら
し
さ

　
　
　
　
　
　

〜
東
日
本
大
震
災
〜

　

母
親
と
の
買
い
物
の
帰
宅
直
後
に
あ

の
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ッ
と
き
て
母
の
叫
び
声
で
か
け

つ
け
た
私
に
、
怯
え
た
目
で
恐
怖
を
訴

え
る
母
を
ど
う
助
け
出
そ
う
か
と
、
そ

の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
窓
の
外

に
見
え
る
マ
イ
カ
ー
の
あ
り
得
な
い
ほ

ど
の
揺
れ
、聴
い
た
事
も
な
い
地
鳴
り
、

初
め
て
死
を
意
識
し
ま
し
た
。

　

雪
が
降
る
中
、
避
難
所
に
移
動
し
ま

し
た
が
、
地
震
の
影
響
で
体
育
館
が
使

用
で
き
ず
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と
近
く

の
小
学
校
へ
移
動
し
3
日
間
を
過
ご
す

事
に
な
り
ま
し
た
。

　

寒
さ
、
空
腹
、
不
安
に
耐
え
、
よ
う

や
く
電
気
が
復
旧
。
し
か
し
テ
レ
ビ
か

ら
流
れ
る
映
像
に
は
目
を
背
け
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

こ
の
震
災
で
は
気
づ
か
さ
れ
た
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

災
害
に
備
え
常
備
し
て
い
た
物
品

も
、
時
節
柄
実
際
に
は
使
え
な
い
物
が

多
か
っ
た
こ
と
、
水
や
食
料
、
電
気
関

係
、
防
寒
関
連
の
物
品
は
常
に
定
期
的

に
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ

と
。
そ
し
て
、
自
分
の
苦
し
い
状
況
を

知
っ
た
仲
間
が
、
水
や
物
資
を
集
め
て

届
け
て
く
れ
た
こ
と
で
助
け
ら
れ
た
こ

と
は
一
生
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

　

一
緒
に
誰
か
と
居
る
事
、
人
間
は
1

人
で
は
難
し
い
事
、
寄
り
添
う
事
が
大

事
で
あ
り
、
家
族
・
仲
間
の
大
切
さ
に

改
め
て
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
日
前
に
戻
れ
た
ら
と
い
う
よ
り

も
、
普
段
か
ら
家
族
・
友
人
を
も
っ
と

大
切
に
思
い
、
毎
日
を
生
き
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
仙
台
市
30
代　

男
性
）

【
問
合
せ
】
総
務
課
防
災
庶
務
班

　
　
　
　
　

☎
7
7
3

－

6
6
6
0

一
日
前
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
災
害
に
備
え
て
）
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● ● ● まなびのひろば ● ● ●

ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

掲　
　

示　
　

板

蔵
書
点
検
で
休
館
し
ま
す

大
和
図
書
室

　

2
月
13
日
（
水
）
〜
15
日
（
金
）

南
魚
沼
市
図
書
館

　

2
月
17
日
（
日
）
〜
24
日
（
日
）

塩
沢
図
書
室

　
2
月
25
日（
月
）〜
3
月
1
日（
金
）

　

3
館
の
休
館
は
ず
ら
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
の
う
え
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

職
員
一
丸
と
な
っ
て
作
業
に
あ

た
り
ま
す
が
、
大
変
な
労
力
と
時

間
が
か
か
り
長
期
間
休
館
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け

い
た
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
蔵
書
点
検
と
は
】

　

蔵
書
点
検
は
、
年
1
回
南
魚
沼

市
内
に
あ
る
図
書
館
・
図
書
室
が

所
蔵
し
て
い
る
約
11
万
点
、
す
べ

て
の
資
料
の
所
在
を
確
認
し
、
同

時
に
本
の
棚
の
整
理
や
行
方
不
明

の
資
料
を
探
し
た
り
、
蔵
書
構
成

の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
図
書
館

に
と
っ
て
大
変
重
要
な
仕
事
の
ひ

と
つ
で
す
。

２
月
の
読
書
の
つ
ど
い

●
日
時　

2
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

●
会
場　

南
魚
沼
市
図
書
館

●
テ
ー
マ　
「
え
ほ
ん
の
せ
か
い
」

●
内
容　

ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

　
　
　
　
「
花
さ
き
山
」、
折
り
紙

遊
び
、
新
し
い
本
の
紹

介
・
読
み
聞
か
せ

●
演
じ
手　

ふ
う
せ
ん
の
会

●
持
ち
物　

サ
イ
ン
ペ
ン
・
の
り

●
対
象　

幼
児
・
小
学
生
・
保
護

者　

ほ
か
ど
な
た
で
も

●
定
員　

50
人　

※
参
加
無
料

●
申
込
み　

図
書
館
へ
お
電
話
く

だ
さ
い
。

2
月
の
お
は
な
し
か
い

　

手
遊
び
、
お
は
な
し
、
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
な
ど
楽
し
い
内
容
で
皆

さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

お
は
な
し
か
い
の
後
は
、
ぜ
ひ

図
書
館
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

2
月
9
日
（
土
）

　

幼
児
向
き
‥
‥
午
前
10
時
か
ら

　

小
学
生
向
き
‥
午
前
10
時
35
分

か
ら

●
会
場　

中
央
公
民
館　

和
室

●
対
象　

幼
児
か
ら
小
学
生
、
保

護
者

絵
本
の
へ
や

　

2
月
20
日
（
水
）
は
、
お
休
み

し
ま
す
。

　

乳
幼
児
読
み
聞
か
せ
「
絵
本
の

へ
や
」
は
毎
週
水
曜
10
時
30
分
か

ら
開
催
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
、

0
歳
か
ら
入
園
前
の
幼
児
と
保
護

者
で
す
。遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

サ
ン
タ
さ
ん
が
や
っ
て
き
た
！

　

ク
リ
ス
マ
ス
読
書
の
つ
ど
い
は
、

六
日
町
高
校
演
劇
部
の
楽
し
い
ク

リ
ス
マ
ス
劇
を
見
た
り
、
ク
リ
ス

マ
ス
ブ
ー
ツ
を
作
り
ま
し
た
。
ま

た
、
乳
幼
児
読
み
聞
か
せ
「
絵
本

の
へ
や
」
に
は
、
本
の
好
き
な
サ

ン
タ
さ
ん
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
サ
ン
タ
さ

ん
の
登
場
に
と
っ
て
も
驚
い
て
い

ま
し
た
。

２
月
テ
ー
マ
図
書
展
示

　

2
月
の
テ
ー
マ
展
示
は
「
直
木

賞
・
芥
川
賞
受
賞
作
品
」
を
紹
介

し
ま
す
。
過
去
の
受
賞
作
品
を
読

み
返
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ぜ
ひ
、図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

巡
回
図
書
、ご
利
用
く
だ
さ
い

　

1
月
17
日（
木
）大
和
図
書
室
の

巡
回
図
書
を
入
れ
替
え
ま
し
た
。こ

れ
は
市
図
書
館
の
蔵
書
か
ら
、隔
月

1
0
0
冊
ず
つ
入
れ
替
え
て
い
る
も

の
で
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

次
回
塩
沢
図
書
室
は
、2
月
21
日

（
木
）に
入
れ
替
え
の
予
定
で
す
。

日
時　

2
月
22
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場　

大
和
公
民
館

内
容　

手
袋
人
形
、
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
、
絵
本
、
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
、手
遊
び
、

歌
な
ど

対
象　

0
〜
3
歳
児
と
保
護
者

参
加
費　

無
料
（
予
約
不
要
）

【
問
合
せ
】
中
央
公
民
館

　
　

 

☎
7
7
3

－

6
6
1
0

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

お
ひ
な
さ
ま
を
つ
く
る
よ
！

南魚沼市　火～日9:00～17:00（金のみ19:00まで）休館月
（祝日は翌日）と17日日～24日日《蔵書点検》

大　和　☎777-4671 火～金9:00～19:00（土日祝日17:00まで）
休館月（祝日は翌日）と13日水～15日金《蔵書点検》

塩　沢　☎782-0100 月～金9:00～20:00（土日祝日17:00
まで）休館25日月～3月1日（金）《蔵書点検》

図書館

申込み・問合せ：南魚沼市図書館 ☎７７３－６６７７

み ん な の

2
月
の
開
館
日
時
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池田記念美術館
9：00～17：00（入館終了16：30）

２月の休館：毎週水曜日・28日（木）
780-4080 777-3815 http://www.ikedaart.jp

￥一般500円／高校生以下（無料）
TEL FAX URL

トミオカホワイト美術館
9：00～17：00（入館終了16：30）

２月の休館：毎週水曜日

トミオカホワイトの雪流Ⅲ　開催中

南魚沼市民会館
受付8：30～17：15

２月の休館：毎週月曜日（祝日は翌日）

小泉八雲  KWAIDAN － 怪談 －

TEL FAX773-5500 772-8161　　0120-150-142
http://www.6bun.jpURL

鈴木牧之記念館
開館9：00～16：30

２月の休館：５日（火）・12日（火）
782-9860

￥大人500円、小中高250円（市内小中学生は無料）
FAXTEL

775-3646
【2月の市民招待は8日（金）・18日（月）・28日（木）】

￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

TEL

網走湖・秋A1991

●  ● 展覧会 ●  ●

■会　期　2月2日（土）～ 3月31日（日）まで
　日本代表のサッカーカードを中心に、ワールドカップ
への挑戦を展望します。
【展示予定カード】「2011－2012
サッカー日本代表オフィシャルトレ
ーディングカード スペシャルエディ
ション」「2012サッカー日本代表オ
フィシャルトレーディングカード」
「2012 Ｊリーグオフィシャルトレー
ディングカード １stシリーズ」「２
ndシリーズ」

　晩年の富岡惣一郎は、雪
国ならではの季節の移ろいを
淡い色彩を使って描きました。
美術館で雪国の四季をご堪
能ください。また、ロビーか
らは八海山山麓の美しい銀
世界が望めます。

◆牧之一言メモ⑥◆
　「鈴木牧之の職業は？」
　成人して家業（縮の仲買、質屋）を継ぎ、塩沢の
地主になりました。質屋業の質草（質に入れるもの）は、
田畑の土地や家財道具などでした。

　11回目を迎える春のリコーダーコンサート。あたたか
なリコーダーの響きをご堪能ください。
■日　時　3月3日（日）　開演14：00（開場13：30）
■会　場　市民会館　大ホール
■料　金　入場無料　※お気軽にお越しください

【第8回　南魚沼吹奏楽フェスティバル
　～響け！復興のハーモニー～】

　南魚沼の吹奏楽部および吹奏楽団が一堂に会し
ての合同演奏会！ 総勢200人による迫力のステージ！ 
ぜひお聴きください !!
■日　時　3月17日（日）　開演13：30（開場13：00）
■会　場　市民会館　大ホール
■料　金　入場無料　※お気軽にお越しください

“日本サッカー”ワールドカップへの道

■会　期　2月1日（金）～ 26日（火）
　小泉八雲（ラフカディオ・ハーン）の代表作『怪談』
は世界中で読み継がれ、映画などの映像作品も作ら
れています。今回の展覧会では、世界各国で翻訳さ
れた八雲作品や映画のポスターを展示。グローバルに
広がる『怪談』の世界を紹介します。

● ● ● まなびのひろば ● ● ●

ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

掲　
　

示　
　

板

棟方志功アートステーション
開館9：00～17：00（入館終了16：30）

772-7171 http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/TEL URL

【第11回  リコーダーコンサート】

■日　時　5月26日（日）
　　　　　開演18：30（開場18：00）
■会　場　市民会館
　　　　　大ホール
■料　金　全席指定
　　　　　5,000円（当日5,500円）
　　　　　未就学児の入場はご遠慮ください。
※3月3日（日）から会館、会館プレイガイドで発売！
＜会員発売は 2月24日（日）から＞

　平成25年度賛助会員の募集を開始しました。大勢
の方のご入会をお待ちしております。
　※鼓童公演の会員発売は平成25年度賛助会員が

対象となります。
【夜間（無断）駐車はご遠慮ください】
　冬期間、降雪の状況で、駐車場の除雪作業を行
います。作業の妨げになりますので、無断駐車・夜
間駐車はご遠慮ください。

●  ● 賛助会員の募集 ●  ●

【鼓童  ワン・アースツアー2013  ～伝説】

ちぢみ

■期　間　3月24日（日）まで
第4期　エコール・ド・パリの画家たちと日本の美
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⑴ 回答者の未婚・既婚の別

■
■
■

■
■
■

□男性 予定なし
□男性 既婚または予定あり
□男性 以前あり

□女性 予定なし
□女性 既婚または予定あり
□女性 以前あり

15.1%

27.1%
41.1%

14.0%

1.8%

0.9% n=436  生別不詳を除く

※各グラフは、小数点以下第２位を四捨五入して、少数点第１位までを表示しているため、合計値が 100%にならない場合があります。

「結婚」に関する
アンケート調査 ダイジェスト版

アンケート調査結果報告書

南魚沼市
特集

アンケートの質問項目
1 未婚の方の意識
（1）未婚・既婚の別
（2）未婚者の生涯の結婚意志
（3）希望する結婚年齢
（4）結婚相手との希望年齢差
（5）独身でいる理由
（6）結婚相手の条件として考慮・重視する割合
（7）未婚者の希望子ども数
（8）未婚者のライフスタイル
（9）婚活の状況
（10）異性との交際の状況
（11）結婚を考えたとき気になること
2 既婚の方の意識
（1）出会いのきっかけ
（2）結婚のきっかけ
（3）理想子ども数
（4）予定子ども数
3 若者全体の意識
（1）結婚の利点
（2）独身の利点
（3）結婚・家族に関する意識
（4）未婚・晩婚の原因
（5）出生率が低い原因
（6）結婚についての支援

　平成24年（2012年）10月に実施した、「結婚」に関するアンケートの結果が
まとまりました。この調査は、市内の若者の結婚に対する意識などを調査し、
人口減少・少子化対策、子育て支援政策などのために役立てる目的で実施
したものです。
　21項目の設問のうち、主なものを抜粋してお知らせします。

「結婚」について、あなたのお気持ちをお聞かせください。
⑵ 未婚者の生涯の結婚意志
　いずれは結婚しようと思っている未婚者の割合は6割強ほどです。「結婚はまだ考えて
いない」を肯定的に含めると、9割を超えています。「結婚したくない」とする未婚者は、男
性6．1％、女性4．9％になりました。

調査の概要
調査地域
 
調査対象
 
調査方法

調査期間 
回 収 数

南魚沼市全域
年齢18歳以上45歳未満（平成24年
4月1日現在）の市民のうち1，500人を
住民基本台帳から無作為に抽出
郵送法およびインターネット回答
平成24年10月5日（金）
　～平成24年10月31日（水）
437（回収率29．1％）

1.未婚の方にたずねた事項

９割以上は
結婚する気がある

何歳くらいで結婚したいと思いますか？
⑶ 希望する結婚年齢
　男女とも年齢が高くなるにつれ、現在の自分の年齢に近い年齢（近い将来）での結婚
を望んでいます。特に女性は30歳、男性は35歳を超えると近い将来の年齢での結婚を望
んでいるようです。

女性は30歳、
男性は35歳を超えると、
近い将来の年齢での結婚を

望んでいる

男性

18～19歳＊
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40歳代

希望する結婚年齢 n＝45
20歳になる前
0.0%

20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45歳以上

女性

18～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40歳代

対象は、「できるだけ早く、または、早めに結婚したい」または「時期にはとらわれていないが結婚したい」と回答した結婚未経験者。
＊サンプル数少数のため、参考数値

希望する結婚年齢 n＝39
20歳になる前
20.0%

0.0%
8.3%

40.0%
36.4%

100.0%
83.3%
75.0%

40.0%
54.5%
37.5%

0.0%
8.3%
25.0%
63.6%

0.0%
9.1%
62.5%
100.0%

0.0%
0.0%
0.0%
36.4%
100.0%

0.0%
0.0%
0.0%
0.0%

100.0%

0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
80.0%

0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
80.0%

0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
20.0%

0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
20.0%

20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45歳以上

■

■

■

■

■

□ できるだけ早く、または、早めに結婚したい

□ 時期にはとらわれていないが結婚したい

□ 結婚はまだ考えていない

□ 結婚したくない

□ 不詳
1.6

男性n=66、 女性n=61

未婚者の生涯の結婚意志

36.430.3

29.5

男性

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

女性 32.8 31.1

4.9

27.3

6.1

質問

質問
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最終的に結婚を決めたきっかけは何ですか？
⑵ 結婚のきっかけ
　「年齢的に適当な時期だと感じた」「できるだけ早く一緒に暮らしたかった」というきっ
かけが多数を占めています。ただし、「年齢的に適当な時期だと感じた」人の割合は25
歳を超えてから高くなり、「できるだけ早く一緒に暮らしたかった」と感じた割合は若い年
齢層が高くなっています。

2.既婚の方にたずねた事項

「年齢的に適当な時期だと
感じた」がトップだが、
年代によって違いが。

結婚する相手に求める条件は？
⑹ 結婚相手の条件として考慮・重視する割合
　結婚の意思のある未婚者が、結婚相手に求める条件としては、男女とも「性格・人柄」
を重視または考慮する人が最も多く、特に女性では100％の人が重視または考慮すると
答えています。同様に「価値観」についても大多数の未婚者が重視しています。「容姿・
スタイル」も男女とも高い割合となっていますが、特筆すべきは、男女とも重視する割合は
高くはありませんが、考慮する割合が大変高いことです。
　男女差をみると、男性は「家事の能力」を求める割合が高く、女性は「経済力」「職業」
「自分の家族・友人・知人の評価」を重視・考慮する比率が高くなっています。

やっぱり、性格・人柄。
そして、男性は「家事の能力」を、
女性は「経済力」「職業」

「周りの評価」を重視する傾向

結婚について考えたとき、どんなことが気になりますか？
⑾ 結婚を考えたとき気になること
　「自分の生活リズムや生活スタイルを保てるか」「余暇や遊びの時間を自由に取れるか」
「住む場所が制約されないか」「お金を自由に使えるか」が上位を占めました。
　人口問題研究所の全国調査（2010）結果との比較では、男女とも「住む場所が制約され
ないか」と考える割合が当市では高く、「ファッションや食物などの好みが制約されないか」と
考える男性の割合が高く、「お金を自由に使えるか」と考える女性の割合が低くなりました。

結婚後、生活スタイル・余暇・
住む場所・お金の自由が
保てるかが気がかり

設問：「あなたが、結婚する相手に求める条件は？それぞれあてはまる番号に○をつけてください。」（1.重視する　2.考慮する　3.気にしない）

（複数回答）

（複数回答）

総数
18～24歳
25～34歳
35～45歳
総数
18～24歳
25～34歳
35～45歳

37.7%
50.0%
27.3%
25.0%
25.8%
33.3%
29.4%
14.3%

19.7%
25.0%
9.1%
20.0%
21.2%
23.3%
35.3%
7.1%

21.3%
29.2%
22.7%
5.0%
33.3%
36.7%
47.1%
21.4%

50.8%
58.3%
45.5%
35.0%
53.0%
50.0%
70.6%
57.1%

36.1%
54.2%
22.7%
20.0%
27.3%
23.3%
41.2%
28.6%

65.6%
58.3%
59.1%
65.0%
54.5%
60.0%
64.7%
50.0%

21.3%
29.2%
22.7%
5.0%
27.3%
23.3%
35.3%
35.7%

26.2%
33.3%
22.7%
15.0%
24.2%
30.0%
35.3%
7.1%

お金を自由
に使えるか

職業を自由
に選べるか

仕事（学業）の
時間を自由に
取れるか　　

余暇や遊び
の時間を自
由に取れるか

住む場所が
制約され
ないか

自分の生活リ
ズムやスタイ
ルを保てるか

ファッション・食物
などの好みが制
約されないか　

自由な人生
設計が
できるか

男
性

女
性

男性ｎ＝66　女性ｎ＝61注）それぞれの項目にあてはまる全てに回答が可能

総数
18～24歳＊
25～29歳
30～34歳
35歳～
総数
18～24歳＊
25～29歳
30～34歳
35歳～

0.8%
0.0%
0.0%
0.0%
1.4%
1.6%
0.0%
0.0%
2.3%
1.8%

6.6%
0.0%
11.8%
14.8%
2.7%
4.8%
0.0%
3.8%
2.3%
6.3%

4.1%
0.0%
11.8%
7.4%
1.4%
5.3%
0.0%
11.5%
6.8%
3.6%

33.9%
66.7%
29.4%
18.5%
39.2%
21.4%
60.0%
26.9%
25.0%
17.0%

43.0%
66.7%
17.6%
51.9%
43.2%
51.9%
0.0%
53.8%
47.7%
55.4%

5.8%
0.0%
5.9%
7.4%
5.4%
11.2%
40.0%
11.5%
13.6%
8.9%

19.0%
33.3%
29.4%
11.1%
18.9%
19.3%
40.0%
19.2%
22.7%
17.0%

5.0%
0.0%
0.0%
7.4%
5.4%
4.8%
0.0%
3.8%
2.3%
6.3%

8.3%
0.0%
11.8%
14.8%
5.4%
9.6%
20.0%
3.8%
9.1%
10.7%

6.6%
0.0%
0.0%
11.1%
6.8%
14.4%
0.0%
11.5%
13.6%
16.1%

自分または
相手の仕事
の事情　　

できるだけ早
く一緒に暮ら
したかった　

年齢的に適
当な時期だ
と感じた　

できるだけ早
く子どもがほ
しかった　　

子どもが
できた　

友人や同年
代の人たち
の結婚　　

親や周囲
のすすめ その他

結婚生活のた
めの経済的基
盤ができた　

結婚資金
の用意が
できた　

男
性

女
性

男性ｎ＝121　女性ｎ＝187＊サンプル数少数のため、参考数値
注）選択肢のうち２つまでを選んでもらうもの

■ 

考
慮
す
る　

■ 

重
視
す
る

■ 

考
慮
す
る　

■ 

重
視
す
る

n=60 n=59

結婚相手の条件として考慮・重視する割合【男性】 結婚相手の条件として考慮・重視する割合【女性】
13.3

83.3

45.0

48.3

自
分
の
周
り
の
評
価

相
手
の
家
族
・
親
戚

家
事
の
能
力

年
齢

職
業

趣
味

学
歴

経
済
力

容
姿
・
ス
タ
イ
ル

価
値
観

性
格
・
人
柄

69.5

18.6

45.8

15.3

18.3

1.7

48.3

8.3

30.0

6.7

50.0

20.0

56.9

32.8

40.7

15.3

40.0

13.3

100％

80％

60％

40％

20％

0％

8.5

91.5

40.7

57.6

自
分
の
周
り
の
評
価

相
手
の
家
族
・
親
戚

家
事
の
能
力

年
齢

職
業

趣
味

学
歴

経
済
力

容
姿
・
ス
タ
イ
ル

価
値
観

性
格
・
人
柄

78.0

8.5

59.3

37.3
30.5

5.1

64.4

8.5

67.8

5.1

54.2

5.1

57.6

8.5

57.6

18.6

64.4

16.9

100％

80％

60％

40％

20％

0％

質問

質問

質問
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※各グラフは、小数点以下第２位を四捨五入して、少数点第１位までを表示しているため、合計値が100%にならない場合があります。

理想的な子どもの数は何人ですか？
また、あなたには、何人のお子さんがいらっしゃいますか？
（何人のお子さんを持つ予定ですか？）

⑶ 理想子ども数と  ⑷ 予定子ども数
　既婚者にたずねた理想の子どもの数は、2.60人で、また、実際に持つつもりの子どもの
数は2人を下回り、1.99人でした。

　理想子ども数を「3人」または「4人」
または「5人以上」と回答した人の実際
の予定子ども数をみても、平均は2.26人
で、2人以下の人が半数以上となってい
て、出生の意欲はあっても実現されて
いない姿が浮き彫りになっています。

理想は3人くらい、
実際は2人以下

平均子ども希望数は、5人以上を5として算出した。

結婚する（した）ことは、利点があると思いますか？
⑴ 結婚の利点
　結婚することに利点があると感
じている人は95.2％で、おおかたの
人が結婚について利点を感じてい
ます。
　具体的な利点としては、「子ども
や家族をもてる」を挙げる人が男女
ともトップで、「精神的安らぎの場が
得られる」「愛情を感じている人と
暮らせる」が次いで5割を超える高
い項目でした。

3.全員の方にたずねた事項

結婚すると良いことが
あると思っている

（複数回答）

独身生活には、利点があると思いますか？
⑵ 独身の利点
　独身生活に利点があると感じてい
る人は89.7％。
　独身生活の利点は、男女とも「行動
や生き方が自由」を挙げる人が圧倒
的に多く、それ以外では「金銭的に裕
福」「家族扶養の責任がなく気楽」
「広い友人関係を保ちやすい」が多く
なっています。
　男女別では、「金銭的に裕福」「異
性との交際が自由」を利点に挙げる人
は男性に多く、「現在の家族との関係
が保てる」「職業をもち社会との関係
が保てる」は女性に多くなっています。

しかし、独身生活の利点は
捨てがたい

（複数回答）

■ 男性　■ 女性

n=392

独身でいることの利点
93.1 92.7

58.1

43.5 39.4
28.9

35.6 34.9 35.6

18.1 17.5
25.4

5.0
10.8

5.0

21.1

0.0 2.60％

20％

40％

60％

80％

100％

行
動
や
生
き
方
が

自
由

金
銭
的
に
裕
福

家
族
扶
養
の
責
任
が

な
く
気
楽

広
い
友
人
関
係
を

保
ち
や
す
い

異
性
と
の
交
際
が

自
由

住
宅
や
環
境
の

選
択
幅
が
広
い

現
在
の
家
族
と
の

関
係
が
保
て
る

職
業
を
も
ち
社
会
と
の

関
係
が
保
て
る

そ
の
他

■ 男性　■ 女性

n=416

結婚することの利点

83.2
87.3

56.4 57.8 52.5
58.6

19.6
13.5

24.6
20.3 20.1

15.2
8.9 10.5 8.9 11.8 11.7

4.2 2.2
5.9

0％

20％

40％

60％

80％

100％

子
ど
も
や

家
族
を
も
て
る

精
神
的
安
ら
ぎ
の

場
が
得
ら
れ
る

愛
情
を
感
じ
て
い
る

人
と
暮
ら
せ
る

親
や
周
囲
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る

社
会
的
信
用
や
対
等
な

関
係
が
得
ら
れ
る

生
活
上
便
利
に
な
る

親
か
ら
独
立
で
き
る

経
済
的
余
裕
が
持
て
る

性
的
な
充
足
が

得
ら
れ
る

そ
の
他

質問

質問

質問

男性n=66、 女性n=112

理想の子どもの数を「3人」または「4人」または
「5人以上」と回答した人の、予定の子どもの数

3人 33.7％ 2人 35.4％
平均
2.26人

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

4人 8.4％

全体

0人 8.4％

5人 1.7％ 1人 12.4％

男性n=120、 女性n=187

理想の子どもの数

男性n=121、 女性n=187

予定の子どもの数

3人 54.1％

5人以上 2.3％

4人 1.6％

全体

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

2人 38.8％

1人 2.3％

0人 1.0％

3人 50.8％

5人以上 3.3％

4人 0.8％

男性 2人 40.8％

1人 3.3％

0人 0.8％

3人 56.1％

5人以上 1.6％

4人 2.1％

女性

平均
2.60人

2.58人

2.62人2人 37.4％

1人 1.6％

0人 1.1％

3人 22.4％

5人以上 1.0％

4人 6.5％

全体

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

2人 42.2％

1人 16.9％

0人 11.0％

3人 24.0％

5人以上 0％

4人 6.6％

男性 2人 42.1％

1人 14.0％

0人 13.2％

3人 21.4％

5人以上 1.6％

4人 6.4％

女性

平均
1.99人

1.97人

2.01人2人 42.2％

1人 18.7％

0人 9.6％
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【問合せ】企画政策課  企画班　☎773－6672

※各グラフは、小数点以下第２位を四捨五入して、少数点第１位までを表示しているため、合計値が100%にならない場合があります。

結婚しない人や晩婚の人が増えている理由・原因として、次の
ようなことが考えられていますが、あなたはどう思われますか？

⑷ 未婚・晩婚の原因
　「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」割合を合わせたものをグラフ化しました。「③
自由に生きたい人が増えた」、「②ひとりでも充実した生活が送れる」が80％を超え、「④
対人関係が苦手な人が増えている」「⑦所得が低い若者が増えている」が70％を超え
ていて、これに次いでいます。
　③と②の上位2項目は、女性では「そう思う」と「どちらかと言えばそう思う」を合わせた
割合が約9割と、大変高い割合でそう思われています。また、「⑧女性の地位向上や高
収入化」が原因と思う人も女性の方の割合が高くなっています。

「ひとりでも十分」
「自由に生きたい」

という人が増えているのが
原因か…

結婚についてどのような支援があればよいと思いますか？
⑹ 結婚についての支援
　「夫婦がともに働き続けられるような職場環境の充実」が67.2％で最多。「安定した雇
用機会の提供」も65.1％で高い割合でした。その他は「結婚した方が有利となるような税
制・社会保障」（51.6％）、「結婚や住宅に対する資金貸与・補助支援」（48.9％）と続いて
います。
　男性は「男女の出会いの場の提供」、「結婚した方が有利となるような税制・社会保
障」、「結婚や住宅に対する資金貸与・補助支援」を挙げる人が女性に比べて高く、女性
は「夫婦がともに働き続けられるような職場環境の充実」を挙げる人が男性に比べ高くな
っています。

職場環境・雇用の
充実に高い要望が （複数回答）

設問：「最近、結婚しない人や晩婚の人が増えている理由・原因として、次のようなことが考えられていますが、
あなたはどう思われますか？」（1.そう思う　2.どちらかと言えばそう思う　3.あまりそう思わない　4.そう思わない）

n=436

■ 男性

■ 女性

■ 全体

46.3
29.4

36.7
6.9

3.2
4.8

14.4
13.3
13.8

62.2
67.3
65.1

60.6
72.2

67.2
58.0

46.8
51.6

58.0
41.9

48.9
38.3
39.9
39.2

11.2
6.5
8.5

3.7
2.8

男女の出会いの場の提供

交際にあたってのノウハウを学ぶセミナーの開催

結婚に関する相談

安定した雇用機会の提供

夫婦がともに働き続けられるような職場環境の充実

結婚した方が有利となるような税制や社会保障

結婚や住宅に対する資金貸与や補助支援

長時間労働の是正など自由な時間の確保

結婚は個人の問題であるため、支援は必要ない

その他
3.2

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

n=436■ そう思う　■ どちらかと言えばそう思う

32.1 31.0

43.6 41.3

47.7 38.3

31.4 44.0

11.7 23.2

9.9 19.3

35.3 38.3

16.7 31.2

22.7 39.9

10.3 28.7

21.6

①異性と知り合うゆとりや機会が少ない

②ひとりでも十分に充実した生活が送れる

③束縛されずに自由に生きたい人が増えてきた

④対人関係がわずらわしく、苦手な人が増えている

⑤結婚生活の失敗を恐れる

⑥地球環境や社会の動向に対して不安を感じる

⑦フリーターなど所得が低い若者が増えている

⑧女性の地位向上や高収入化が進んでいる

⑨親から自立できない人が増えている

⑩子どもがほしいと思わない人が増えている

⑪相手に高望みをしている 32.8

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

結婚について、どのような支援があればよいか

未婚・晩婚の原因

質問

質問
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ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

掲　
　

示　
　

板

● ● ● まなびのひろば ● ● ●

　ついに、本場アメリカ仕込みのブートキャンプ（軍
隊式トレーニング）が登場。初心者から、競技者まで、
どのレベルにも適したエクササイズができます。
　本気で自分にチャレンジしたい人、あつまれ！！
シェイプアップして春を迎えよう！
●日　程　《全5回》2月26日（火）、3月5日（火）、
　　　　　12日（火）、19日（火）、26日（火）
●時　間　20：15 ～ 21：15
●場　所　ディスポート南魚沼　アリーナ
●対　象　中学生以上
●受講料　スポパラ会員：無料（一般2,000円）
●定　員　20人
●持ち物　運動のできる服装・タオル・
　　　　　水分補給用飲み物・内ばき用運動靴
○申込開始　2月5日（火）　9：00 ～

※教室要項・申込用紙は、申し込み開始時間になりました
ら、ディスポート南魚沼に設置します。必要事項をご記
入の上、受講料を添えて申し込みください。教室受付は、
全て先着順となり、定員に達し次第、締め切ります。

※申込み開始30分前から予備受付を行います。申込み開
始時間に定員を超えた場合は、その場で抽選を行います。

※詳しくはお問い合わせください。

　ランニングマシン・エアロバイク・油圧式筋力ア
ップマシンの使用法の講習会です。
●日　時　2月26日（火）　12：00 ～ 13：30
●定　員　10人（事前申込みが必要です）
●場　所　ディスポート南魚沼　トレーニングルーム
●対　象　中学生以上
●受講料　スポパラ会員：無料（一般200円）
※施設利用料300円が別途必要です（定期券 可）
※運動着・室内用シューズ・タオルをご用意ください

　～小学生から大人まで参加できる
　　　　　　　　クロスカントリー競技です～
◆期　日　3月17日（日）
◆会　場　欠之上クロスカントリーコース
◆組　別　※成年の年齢は3月17日現在

◆参加費　小・中学生1,000円／高校生1,500円／
　　　　　成年2,000円
◆表　彰　各組男女6位まで賞状・賞品を授与
　　　　　その他賞品抽選会あり
◆締切り　3月1日（金）
◆申込み　社会教育課　生涯スポーツ係（市民会

館内）、大和公民館、塩沢公民館
◆問合せ　社会教育課　生涯スポーツ係
　　　　　☎773－6630

◆期　日　3月23日（土）
◆会　場　舞子スノーリゾート
◆種　目　大回転競技（2本）
◆出場資格　南魚沼市内に在住の小中学生
◆参加費　1人　1,000円
◆締切り　2月28日（木）17時まで
◆組　別　①小学3・4年生の部
　　　　　②小学5年生の部
　　　　　③小学6年生の部
　　　　　④中学生の部　※各男女別（全8組）
◆表　彰　各組3位までトロフィー
　　　　　6位まで賞状・賞品を授与
　　　　　（各組の参加人数により変更する場合あり）
◆申込み　社会教育課　生涯スポーツ係（市民会

館内）、大和公民館、塩沢公民館
◆問合せ　社会教育課　生涯スポーツ係
　　　　　☎773－6630

2月の休館日
4（月）・12（火）・18（月）・
25（月）公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社　スポーツ振興係

〒949-6611 南魚沼市坂戸372 ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773－6620　スポパラ☎773－3210

燃焼度ＭＡＸ！『ワン‘Ｓ ブートキャンプ』

トレーニングルーム  マシン使用法講習会

南魚スポーツパラダイス★教室参加者募集
軍 隊 式 ト レ ー ニ ン グ

第７回  南魚沼ジュニアスキー大会
参加者募集！　　 

第34回  ノルウェー大使杯争奪
　　　　   スキー大会参加者募集！

組別
小学３年生以下　
小学４年生　　　
小学５年生　　　
小学６年生　　　
中学生　　　　　
高校生　　　　　
成年Ａ（29歳以下）
成年Ｂ（30～49歳）
成年Ｃ（50歳以上）

男子
２㎞

３㎞

５㎞

女子
２㎞

３㎞

３㎞

走法

クラシ
カル　

フリー
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昭
和
初
期
発
刊
の
郷
土
誌

　

昭
和
初
期
の
恐
慌
に
よ
り
、
日
本
経

済
は
疲
弊
し
、
農
村
で
は
小
作
争
議
が

多
発
し
、
政
府
へ
の
不
満
な
ど
思
想
的

に
も
不
安
定
な
状
況
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
教
育
界
で
は
、

「
有
用
な
人
物
の
育
成
は
、
子
ど
も
の

育
つ
現
実
の
場
で
あ
る
郷
土
を
理
解
す

る
こ
と
に
始
ま
る
」（
郡
誌
続
編
下
巻
）

と
郷
土
教
育
の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

政
府（
文
部
省
）は
、昭
和
五
・
六
年
、

郷
土
教
育
の
振
興
を
図
る
た
め
、
全
国

の
師
範
学
校
（
教
員
養
成
を
目
的
と
し

た
旧
制
学
校
、
現
在
の
国
立
大
学
の
教

育
学
部
）
に
郷
土
研
究
施
設
費
の
補
助

金
を
交
付
し
ま
し
た
。
こ
の
補
助
金
の

使
途
は
、
資
料
取
集
に
限
定
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
空
き
教
室
を
利
用
し
た
郷

土
室
の
設
置
も
推
奨
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
十
五
年
に
は
「
紀
元
二

千
六
百
年
記
念
」
と
し
て
、
各
地
で
古

墳
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
出
土

品
や
地
域
の
古
文
書
、
民
具
な
ど
を
集

め
た
郷
土
（
資
料
）
室
も
師
範
学
校
を

　

寒
い
冬
こ
そ
元
気
に
出
か
け
よ
う
！
気

楽
に
参
加
し
て
み
て
ね
。
初
め
て
の
人
、

里
帰
り
の
人
、
上
の
子
連
れ
の
人
、
み
〜

ん
な
大
歓
迎
で
す
！

第
4
回
「
親
子
サ
ロ
ン
」

日
時　

2
月
14
日
（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
　

※
受
付
は
午
前
9
時
30
分
〜

会
場　

市
民
会
館
2
階

内
容　

思
い
っ
き
り
あ
そ
ぼ
う
！
パ
ー
ト
2

対
象　

0
〜
3
歳
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
な
ど
（
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
も
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
）

参
加
費　

無
料
（
保
険
料
と
し
て
1
人
に

つ
き
10
円
の
負
担
を
お
願
い
し

ま
す
）

申
込
み　

不
要
で
す
。
直
接
会
場
に
お
こ

し
く
だ
さ
い
。
お
住
ま
い
と
違

う
地
区
へ
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

郷
土
資
料
あ
れ
こ
れ
〔
３
〕

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

　
　
　
　
　

郷
土
史
編
さ
ん
係

　
　
　
　
　

☎
7
7
3

－

2
1
9
7

【
問
合
せ
】
子
ど
も
・
若
者
育
成

　
　
　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
7
7
3

－

6
6
1
1

● ● ● まなびのひろば ● ● ●

ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

掲　
　

示　
　

板

中
心
に
作
ら
れ
る
な
ど
、
各
地
で
郷
土

教
育
が
盛
ん
に
実
践
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
流
れ
は
、「
近
頃
教
育
界
の
一

傾
向
と
し
て
郷
土
教
育
の
重
要
性
が
高

唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
大

巻
村
郷
土
誌
）
と
あ
る
よ
う
に
、
南
魚

沼
地
域
で
も
同
様
で
し
た
。

　

地
域
の
郷
土
教
育
の
目
的
は
、「
郷

土
を
愛
し
、
よ
り
良
い
郷
土
に
し
よ
う

と
す
る
心
が
け
や
努
力
を
す
る
人
物
の

養
成
」（
大
巻
村
郷
土
誌
）と
あ
り
ま
す
。

南
魚
沼
地
域
で
は
、
郷
土
教
育
の
実
践

と
し
て
小
学
校
教
師
に
よ
る
郷
土
調

査
・
資
料
収
集
が
行
わ
れ
、「
郷
土
誌
」

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
城
の
雪
第
八
号
の
巻
頭
に
は
、「
郷

土
誌
を
日
常
教
育
に
活
用
す
る
こ
と
で

目
的
に
向
か
っ
て
進
も
う
」
と
あ
り
、

小
学
校
や
社
会
教
育
の
教
材
と
し
て
使

用
さ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

昭
和
初
期
に
発
刊
さ
れ
た「
郷
土
誌
」

を
紹
介
し
ま
す
。

金
城
の
雪　

第
八
号　

郷
土
誌
号

・
塩
沢
尋
常
高
等
小
学
校
編
集

・
昭
和
六
年
二
月
発
刊

・
第
七
号
「
郷
土
読
本
号
」
が
発
刊

　

さ
れ
て
い
ま
す
（
未
見
資
料
）。

　
新
潟
県
南
魚
沼
郡　

大
巻
村
郷
土
誌

・
大
巻
尋
常
高
等
小
学
校
編
集

・
昭
和
八
年
三
月
発
刊

・
昭
和
四
十
七
年
再
刊

我
が
郷
土　

郷
土
資
料
（
第
一
輯
）

 

・
六
日
町
小
学
校
郷
土
研
究
部
編
集

・
昭
和
十
五
年
六
月
発
刊

・
続
刊
の
発
刊
は
不
明
で
す
。
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● ● ● けんこうひろば ● ● ●

期　日

2月 27 日（水）

時　間
9：30～12：00
13：15～15：30

会　　場
南魚沼消防本部　　　　　　
しおざわ農業協同組合（本所）

種別

全血

開始月齢 ヒブワクチン（Hib） 小児用肺炎球菌ワクチン

２か月～７か月未満

７か月～12か月未満

１歳～２歳未満　　

２歳～５歳未満　　

初回３回＋追加１回
※４～８週間隔で３回接種し、
　７～13か月後に追加をします　
初回２回＋追加１回
※４～８週間隔で２回接種し、
　７～13か月後に追加をします
　
１回

１回

初回３回＋追加１回
※４週間以上の間隔で３回接種後、60日以上
　の間隔をおいて追加をします（追加接種の
　標準月齢は12～15か月です）　　　　　
初回２回＋追加１回
※４週間以上の間隔で２回接種後、60日以上
　の間隔をおいて12か月齢後に追加をします
２回
※60日以上の間隔をおいて接種します　　　
１回

2月の
献血日程

【問合せ】保健課（献血担当）
　　　　　☎773－6811献血にご協力ください

　２月28日まで「はたちの献血キャンペーン」を実施中です！！
　少子高齢化が進み、輸血を必要とする高齢者が増加する一方で、若者を中心とする献血可能人口が
減少し、輸血用血液の不足が大変心配されています。将来にわたり、いつでも安心で安全な輸血用血
液を確実にお届けできるよう、皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

※400ml全血献血が男性に限り「17歳」からできるようになりました

【問合せ】保健課　☎773－6811

乳児期の予防接種（任意接種関係）

ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン
　細菌性髄膜炎などの重い感染症を予防でき、無料で接種することができます。
　接種の効果や副反応などを十分理解したうえで、医師と相談して受けましょう。
　開始月齢によって接種回数が変わります。接種する際に主治医に確認してください。

　ロタウイルスは、ほとんどの乳幼児が一度はかかる胃腸炎で、冬から春にかけて流行します。乳幼
児がかかる急性の感染症胃腸炎の中で最も重症化しやすい胃腸炎です。入院が必要になることもあり、
その３割が０歳児、４割が１歳児です。まれに脳炎・脳症といった重い合併症を引き起こすことがあ
ります。
　ワクチンは、シロップ状の甘いワクチンで、注射ではありません。接種は生後６週から可能です。
　４週間以上の間隔で計２回接種と、計３回接種の２種類のワクチンがあります。効果や副反応など
を十分理解したうえで、医師と相談して受けましょう。
注）ロタウイルスワクチン予防接種は有料です。（公費負担はありません）

ロタウイルスワクチン

注）ヒブワクチンの追加接種は、これまで初回終了後からおおむね１年後に接種することとされていました
　　が、平成24年11月14日から、７～ 13か月後に接種するように国の事業実施要領が変わりました。
　　ただし、すでに改正前の通知に基づき追加接種の予約を行っている場合など、やむを得ない場合は、
　　13か月を超えて追加接種しても差し支えありません。
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お
い
し
い
お
米
と
き
れ
い
な
水
の
豊
富

な
南
魚
沼
市
は
、
全
国
的
に
も
有
名
な
酒

ど
こ
ろ
で
す
。
古
く
か
ら
お
酒
は
百
薬
の

長
と
い
わ
れ
、飲
む
と
気
分
が
良
く
な
り
、

血
液
循
環
の
改
善
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
円
滑
に
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
飲
み
過
ぎ
る
と
、
胃
や
肝
臓

な
ど
身
体
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
気
持
ち

の
落
込
み
、
認
知
症
な
ど
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
飲
酒
に
よ
り
、
他
の
人
と

の
関
係
が
悪
化
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

南
魚
沼
市
は
特
定
健
診
（
問
診
）
の
結

果
、「
毎
日
飲
酒
習
慣
が
あ
る
」
有
所
見

比
率
が
3
年
連
続
県
1
位
！
（
平
成
20
〜

22
年
度
）
と
い
う
現
状
で
す
。

　

健
康
的
に
ア
ル
コ
ー
ル
と
付
き
合
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
専
門
の
先
生
の
講
演

会
を
企
画
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
！

◆
日
時　

2
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

◆
会
場　

ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
2
階

◆
講
師　

新
潟
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

副
院
長　

古
谷
野　

好　

先
生

◆
内
容　

ア
ル
コ
ー
ル
の
作
用
と
正
し
い

　
　
　
　

飲
み
方
、
依
存
症
の
症
状

　
「
健
診
申
込
兼
調
査
票
」を
12
月
に
各
世

帯
へ
お
届
け
し
ま
し
た
。
申
込
み
が
な
け

れ
ば
、
案
内
通
知
は
発
送
で
き
ま
せ
ん
。

市
の
健
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
調
査

票
は
、
市
民
の
健
診
状
況
調
査
も
兼
ね
て

い
ま
す
。
市
の
健
診
を
受
け
な
い
場
合
も

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
票
の
記
入

　

同
封
の
案
内
文
書
を
お
読
み
い
た
だ
き
、

世
帯
全
員
の
項
目
を
漏
れ
な
く
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

 

平
成
25
年
度
か
ら
変
更
に
な
る
こ
と

・
市
の
国
保
加
入
者
の
特
定
健
診
は
【
申

込
み
制
】
と
な
り
ま
す
。
同
封
の
案
内

文
書
を
確
認
し
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
健
診
会
場
で
心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査

の
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
対
象
は

40
〜
74
歳
で
市
の
国
保
の
特
定
健
診
受

診
者
で
す
。

● ● ● けんこうひろば ● ● ●

ま
な
び
の
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ろ
ば
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ん
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ひ
ろ
ば

掲　
　

示　
　

板

2月の城内診療所 診療担当医師（予定表）

月
午前 午後

火
午前 午後

水
午前 午後

木
午前 午後

金
午前 午後

土 日

2日

9日

16日

23日

1日

8日

15日

22日

7日

14日

21日

28日

6日

13日

20日

27日

5日

12日

19日

26日

4日

11日

18日

25日

午前 午後

高橋
廣田 高橋

高橋

高橋

高橋

寺田

福本

寺田

高橋

中山

高橋

中山

高橋

高橋

高橋

高橋

寺田

高橋

高橋

寺田

高橋

高橋

高橋

高橋

高橋

高橋

高橋

風間

高橋

高橋

高橋

高橋高橋
廣田

高橋
廣田

高橋

高橋

福本

高橋

福本

堀内

福本

薄田
福本 休診

休診

休診

休診

休　診
（建国記念の日）

月曜～金曜〔受付〕  8：30～11：00 〔診療〕  9：00～　　土曜〔受付〕  8：30～11：30
　　　　　〔受付〕11：00～16：00 〔診療〕14：00～　　　　〔診療〕  9：00～受付・診療時間

【問合せ】城内診療所  ☎775－2009

3日

10日

17日

24日

休診

休診

休診

休診

ア
ル
コ
ー
ル
の

正
し
い
飲
み
方
講
演
会

【
問
合
せ
】
保
健
課　
　
　
　
　
　

☎
7
7
3

－

6
8
1
1

お
酒
は
百
薬
の
長
、度
が
過
ぎ
る
と
…
。

平
成
25
年
度

住
民
健
診
申
込
兼
調
査
票

【
問
合
せ
】
保
健
課
（
成
人
保
健
担
当
）

☎
7
7
3

－

6
8
1
1　

提
出
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
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掲　示　板 市などからのお知らせ　●　●　●

2
月
は
児
童
手
当・

特
例
給
付
の
支
給
月
で
す

【
問
合
せ
】

子
育
て
支
援
課  

こ
ど
も
家
庭
支
援
班

☎
7
7
3

－

6
8
2
2

油
断
大
敵
！
離
れ
る
な
！

わ
ず
か
2
分
の
給
油
中

【
問
合
せ
】

環
境
交
通
課　
環
境
交
通
班

☎
7
7
3

－

6
6
6
6

消
防
本
部

☎
7
8
2

－

9
1
1
9

大
和
分
署

☎
7
7
9

－

4
6
0
0

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

【
申
込
み・問
合
せ
】

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（「
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー
」内
）

☎
7
7
2

－

2
5
4
1

　

踏
切
で
の
交
通
事
故
や
列
車
と

の
衝
突
は
、
大
き
な
被
害
と
損
害

を
生
じ
、
大
勢
の
人
に
迷
惑
を
か

け
ま
す
。
踏
切
で
の
交
通
事
故
防

止
の
基
本
は
、「
一
時
停
止
」と「
安

全
確
認
」
で
す
。
踏
切
の
手
前
で

一
時
停
止
し
、
左
右
と
前
方
の
ス

ペ
ー
ス
を
確
認
後
に
発
進
し
ま
し

ょ
う
。

　

ま
た
、
冬
の
踏
切
周
辺
は
、
圧

雪
で
大
変
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。
踏
切
に
接
近
す
る
際
は
、

早
め
の
ブ
レ
ー
キ
を
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。

　
「
自
分
は
ど
ん
な
こ
と
に
興
味

が
あ
る
の
だ
ろ
う
？
」「
自
分
に

は
ど
ん
な
仕
事
が
向
い
て
い
る
の

だ
ろ
う
？
」
仕
事
に
対
し
て
熱
意

が
わ
か
な
い
、
や
る
気
が
起
き
な

い
…
。
そ
ん
な
悩
み
を
持
っ
て
い

る
人
の
た
め
の
講
座
で
す
。

　

全
4
回
を
通
し
て
自
分
と
向
き

合
い
、
探
究
し
て
い
く
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
な

り
た
い
自
分《
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
》

と
自
分
を
活
か
す
働
き
方
《
ワ
ー

ク
キ
ャ
リ
ア
》
を
探
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

期
日　

①
2
月
14
日
（
木
）

　
　
　

②
2
月
21
日
（
木
）

　
　
　

③
2
月
28
日
（
木
）

　
　
　

④
3
月
7
日
（
木
）

時
間　

午
後
7
時
〜
9
時

会
場　

中
央
公
民
館　

2
階

　
　
　

研
修
室

内
容

・
自
分
を
発
見
す
る
「
自
己
理
解

と
棚
卸
し
」

・
自
分
の
過
去
を
振
り
返
る
「
ワ

ク
ワ
ク
の
源
泉
探
し
」

・
自
分
を
掘
り
起
こ
す
「
能
力
・

経
験
・
個
性
」

・
自
分
を
整
理
す
る
「
価
値
観
・

志
向
」

・
自
分
を
組
み
立
て
る
「
将
来
像

を
描
く
」

※
連
続
受
講
者
が
望
ま
し
い
。

費
用　

各
回
5
0
0
円

定
員　

12
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

対
象　

16
歳
〜
40
歳
く
ら
い
ま
で

（
高
校
生
不
可
）

講
師　

川
島
崇
照
さ
ん

　
　
　
（
川
島
崇
照
傾
聴
事
務
所

代
表
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
・
一
般
社
団
法
人
ま
ち

ネ
ッ
ト
育
ち
の
種
理
事
）

申
込
み　

2
月
1
日（
金
）受
付
開
始

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

最
近
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の

給
油
中
に
、つ
い
う
っ
か
り
そ
の
場

を
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
る
灯

油
漏
れ
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

・
給
油
中
は
目
を
離
さ
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

・
給
油
の
あ
と
は
、
タ
ン
ク
の
バ

ル
ブ
を
き
ち
ん
と
閉
め
た
か
必

ず
確
認
し
ま
し
ょ
う

・
雪
に
よ
る
配
管
な
ど
の
破
損
に

注
意
し
、
定
期
点
検
を
忘
れ
ず

に
行
い
ま
し
ょ
う

・
給
油
口
に
自
動
停
止
機
能
付
き

の
器
具
を
取
り
つ
け
れ
ば
安
心

で
す

　

油
漏
れ
事
故
は
、
河
川
や
地
下

水
の
汚
染
に
も
な
り
、
多
く
の
人

に
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
漏
ら
し
た
人
に
は
回
収
費
用

や
損
害
賠
償
が
請
求
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
家
計
に
と
っ
て
も

大
き
な
損
失
で
す
。
水
路
や
川
な

ど
に
、
油
が
流
れ
て
い
る
の
を
発

見
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

油
漏
れ
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
ら

①
ま
ず
元
栓
を
閉
め
る

②
油
が
広
が
ら
な
い
よ
う
応
急
処

置
を
す
る

③
す
ぐ
に
通
報
す
る

　

児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
2
月

12
日
（
火
）
に
指
定
の
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

今
回
の
支
払
い
は
、
10
〜
1
月

分
で
す
。

 

手
当
の
支
給
額

●
3
歳
未
満
の
児
童

　

一
律　
　
　
　

1
5
、0
0
0
円

●
3
歳
〜
小
学
6
年
生
の
児
童

　

第
1
子　
　
　

1
0
、0
0
0
円

　

第
2
子　
　
　

1
0
、0
0
0
円

　

第
3
子
以
降　
1
5
、0
0
0
円

●
中
学
生

　

一
律　
　
　
　

1
0
、0
0
0
円

（
い
ず
れ
も
、
児
童
一
人
当
た
り

の
月
額
と
な
り
ま
す
）

※
所
得
制
限
限
度
額
を
超
過
し
た

受
給
者
に
は
特
例
給
付
と
し

て
、
対
象
児
童
一
人
に
つ
き
一

律
5
、
0
0
0
円
（
月
額
）
を

支
給
し
ま
す
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
皆
さ

ん
の
相
談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま

す
。
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
弁
護
士
に
よ
る
南
魚
沼
市

『
消
費
生
活
』
無
料
法
律
相
談

　

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
お
金
に
ま
つ
わ
る
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方
に

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を

毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
1
件
約
30
分
。
ご

希
望
の
方
は
前
日
正
午
ま
で
に
電

話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
皆
さ
ん
が
弁
護
士
に
よ
る
相
談

時
間
を
有
効
に
使
え
る
よ
う
、

申
込
み
時
に
相
談
の
概
要
を
窓

口
の
相
談
員
が
伺
い
ま
す
。

日
時　

2
月
21
日
（
木
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

会
場　

ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

相
談
室

ヤ
ン
グ
プ
ラ
ザ
南
魚
沼

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

【
申
込
み・問
合
せ
】

子
ど
も・若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
7
7
3

－

6
6
1
1

踏
切
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止

【
問
合
せ
】

環
境
交
通
課　
環
境
交
通
班

☎
7
7
3

－

6
6
6
6
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農
業
用
免
税
軽
油
の

免
税
証
交
付
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】南
魚
沼
地
域
振
興
局

県
税
部
課
税
課（
免
税
軽
油
担
当
）

☎
7
7
2

－
2
6
6
3

労
働
相
談
は
長
岡
労
働
相
談
所

（
秘
密
厳
守・無
料
相
談
）

【
問
合
せ
】　

長
岡
労
働
相
談
所

☎
0
2
5
8

－

3
7

－

6
1
1
0

小
型
船
舶
免
状
の
更
新
講
習

会
を
開
催
し
ま
す

【
申
込
み・問
合
せ
】

奥
只
見
観
光（
株
）（
担
当
山
田
・
伊
藤
）

☎
0
2
5

－

7
9
2

－

5
3
8
4

認
知
症
地
域
支
援

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

【
申
込
み・問
合
せ
】

六
日
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
7
7
2

－

6
6
7
5

大
和
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
7
7
7

－

3
1
1
1

塩
沢
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
7
8
2

－

0
2
5
2

相
続
登
記
の
無
料
相
談
月
間

【
問
合
せ
】

新
潟
県
司
法
書
士
会

☎
0
2
5

－

2
4
4

－
5
1
2
1

「
暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
」

【
問
合
せ
】

（
財
）新
潟
県
勤
労
者
福
祉
厚
生

財
団
事
務
局（
担
当
村
田
）

☎
0
2
5

－

2
8
8

－

5
2
7
3

ま
な
び
の
ひ
ろ
ば

け
ん
こ
う
ひ
ろ
ば

掲　
　

示　
　

板

●　●　●　市などからのお知らせ 掲　示　板

困
っ
た
時
は
皆
労
働
１
１
０
番

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
で
き
る
だ

け
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
南
魚
沼
市
を
め
ざ
し

て
、「
地
域
の
支
え
あ
い
・
見
守
り
」

が
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
他
人
ご
と
で
は
な
く
、
自

分
の
こ
と
・
自
分
の
家
族
、
そ
し

て
地
域
の
こ
と
と
し
て
、
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
町

の
講
演
と
、
南
魚
沼
市
の
支
援
活

動
の
状
況
報
告
を
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

2
月
23
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

会
場　

ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

農
業
用
機
械
な
ど
に
使
用
す
る

軽
油
を
、
免
税
証
と
引
き
換
え
に

購
入
す
る
と
軽
油
引
取
税
（
1
㍑

あ
た
り
32
・
1
円
）
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、

次
の
通
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
制
度
は
、
平
成
27
年
3
月

31
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た

期
間

　

2
月
1
日
（
金
）
〜
28
日
（
木
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

場
所　

南
魚
沼
地
域
振
興
局

　
　
　

1
階　

県
税
部

申
請
に
必
要
な
も
の

⑴
昨
年
に
引
き
続
き
申
請
す
る
人

・
耕
作
面
積
証
明
書
（
農
業
委
員

会
が
証
明
す
る
も
の
）

・
印
鑑
（
共
同
で
申
請
す
る
場
合

は
全
員
の
も
の
が
必
要
で
す
）

＊
機
械
を
買
い
替
え
た
場
合
は
、

機
械
の
所
有
証
明
が
必
要
で
す

⑵
今
年
初
め
て
申
請
す
る
人

・
機
械
の
所
有
証
明
（
販
売
店
か

ら
の
販
売
証
明
等
）

・
耕
作
面
積
証
明
書
（
農
業
委
員

会
が
証
明
す
る
も
の
）

・
印
鑑
（
共
同
で
申
請
す
る
場
合

は
全
員
の
も
の
が
必
要
で
す
）

費
用　

免
税
軽
油
使
用
者
証
の
交

付
申
請
（
新
規
交
付
申
請
、
更
新

交
付
申
請
、
亡
失
な
ど
に
よ
る
再

交
付
申
請
）
を
行
う
場
合
は
、
手

数
料
の
納
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
手
数
料
の
額　
　
　

4
5
0
円

・
手
数
料
納
付
の
方
法

　
　

新
潟
県
収
入
証
紙
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　
国
税
ま
た
は
地
方
税
の
滞

納
処
分
を
受
け
、
そ
の
滞
納
処
分
の

日
か
ら
2
年
を
経
過
し
な
い
人
な
ど

に
は
免
税
証
を
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎

年
2
月
の
1
か
月
間
を
「
相
続
登

記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」
と
定

め
相
続
登
記
に
つ
い
て
県
内
一
斉

無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
お
近
く
の
司
法
書

士
事
務
所
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
1
年
を
通
じ
て
左
記
で

無
料
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

平
日　

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後

1
時
〜
4
時
（
電
話
相
談
）

☎
0
2
5

－

2
4
0

－

7
8
6
7

●
多
重
債
務
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

平
日　

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後

1
時
〜
4
時
（
電
話
相
談
）

☎
0
2
5

－

2
4
0

－

7
9
7
4

　

相
談
所
で
は
、
労
働
者
・
事
業

主
を
問
わ
ず
、
労
働
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

電
話
で
も
来
所
で
も
結
構
で
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

専
門
性
の
高
い
相
談
は
弁
護
士

に
よ
る
法
律
相
談
、
仕
事
上
の
人

間
関
係
・
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
悩
み

に
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
対
応
し
ま

す
。（
要
予
約
・
無
料
は
原
則
1
回
）

 

長
岡
労
働
相
談
所

◎
所
在
地

　

長
岡
市
四
郎
丸
町
1
7
3

－

2

　

長
岡
地
域
振
興
局
1
階

◎
労
働
相
談
専
用
電
話

☎
0
2
5
8

－

3
7

－

6
1
1
0

◎
受
付
時
間

月
〜
金
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

 U
RL  http://w

w
w
.pref.nii 

gata.lg.jp/nagaoka_kikaku/ 
roudou.htm

l

　

多
重
債
務
、
金
融
、
不
動
産
、

相
続
、
医
療
、
家
庭
問
題
な
ど
暮

ら
し
の
中
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な

ト
ラ
ブ
ル
や
教
育
・
健
康
な
ど
の

悩
み
ご
と
に
弁
護
士
な
ど
の
専
門

家
が
お
答
え
し
ま
す
。
相
談
内
容

は
秘
密
厳
守
し
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
す
。
相
談
内
容
と
返
信
用
封

筒
を
同
封
の
う
え
、
次
の
相
談
先

へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

専
用
相
談
用
紙
（
財
団
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
に
折
込
）
は
、
労
働
金
庫

本
・
支
店
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

電
話
で
の
相
談
は
受
け
付
け
て
い

ま
せ
ん
。

◎
相
談
先  

〒
９
５
０

－

０
９
６
５

新
潟
市
中
央
区
新
光
町
6
番
地
2

（
財
）新
潟
県
勤
労
者
福
祉
厚
生
財

団「
暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
室
」係

※
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す

 U
RL  http://w

w
w
.zaidan- 

hukushi.or.jp/

対
象　

2
月
24
日
か
ら
の
1
年
間

に
有
効
期
限
を
迎
え
る
人

（
免
状
を
失
効
し
た
人
、

紛
失
し
た
人
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
）

日
時　

2
月
24
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
〜
（
2
時
間
程

度
）

　
　
　
（
受
付
：
午
後
0
時
30
分
〜
）

会
場　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ヤ
ッ
コ
ム
〔
ゆ
〜
パ
ー
ク

薬
師
隣
り
、
魚
沼
市
七
日

市
新
田
6
4
1

－

1
〕

費
用　

小
型
船
舶
操
縦
士
1
万
円

　
　
　

※
失
効
し
た
人
は
別
途

締
切
り　

2
月
8
日
（
金
）
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雪見市、冬の1日を楽しみました
ゆき み いち

　1月20日（日）、真冬のクラフトマーケット「雪見市」が、六
日町温泉 温泉御宿 龍言で開催されました。ときおり降りしきる
雪の中、約1,500人と大勢のお客さまが来場しました。
　大広間には、個性的な38のお店が並び、ステージでのジャズ
の生演奏が彩りを添え、小宴会場には、ワークショップとリラク
ゼーションのコーナーが設置されました。
　来場したお客さまは、ぬくもりを感じられる手作り作品などを
手に取ったり、
ワークショップ
で自分だけの作
品を作ったりし
て、冬の1日を楽
しんでいました。

なぎくんに心臓移植を！
応援チャリティー
コンサートを開催
　長岡市の神保梛君は、『拘束型心筋
症』で入院中です。これは、心臓の壁が
かたくなり、十分に膨らむことができない
原因不明の難病です。唯一の救命手
段が心臓移植です。なぎくんの応援チャ
リティーコンサートが開催されます。詳細
は「そばの華」に問い合わせください。
期　日　2月19日（火）
時　間　11：00～19：00（随時演奏）
演奏者　ボランティア演奏者
会　場　茗荷沢 食彩工房
　　　　「そばの華」 ☎775－7225

なぎ

News Plaza みなみうおぬまニュースプラザ

副市長・教育長・教育委員・監査委員の就任について
平成24年12月定例議会で、各人事案が同意され、下記の方々が就任しましたのでお知らせします。

■ 副市長
　12月15日付で任期満了により
退任された、小原元久前副市長
の後任に岡村聡氏（奥）が就任。
任期は平成24年12月22日から４
年間です。
●経歴（主なもの）
　・昭和46年４月　六日町職員に採用
　・平成16年11月　南魚沼市保健課分室長 
　・平成17年10月　行政改革推進室長
　・平成19年４月　総務部企画政策課長
　・平成21年４月　総務部長

岡村副市長

■ 監査委員
　12月15日付で任期満了により
退任された、廣井正一前監査委
員の後任に河野和男氏（大和町
１丁目）が就任。任期は平成24
年12月22日から４年間です。
●経歴（主なもの）
　・昭和44年６月　日本国有鉄道新潟支社入社
　・昭和45年７月　日本国有鉄道新潟支社退社
　・昭和45年８月　新潟縣信用組合入組
　・平成22年12月　新潟縣信用組合定年退職

河野監査委員

■ 教育長
　12月24日付で任期満了により
退任された、遠山正雄前教育長
の後任に南雲権治氏（一村尾）
が就任。任期は平成24年12月25
日から４年間です。
　南雲氏は、教育委員に就任後、
同日開催された教育委員会において教育長に任命
をされました。
●経歴（主なもの）
　・昭和54年６月　大和町職員に採用
　・平成16年11月　南魚沼市都市計画課長補佐
　・平成19年４月　学校教育課長
　・平成22年４月　教育部長

南雲教育長

■ 教育委員
　12月24日付で任期満了により
退任された、木村かすみ前教育
委員の後任に島田裕子氏（西泉
田）が就任。任期は平成24年12
月25日から４年間です。
●経歴（主なもの）
　・平成14年４月　市青少年育成センター勤務
　・平成21年４月　敬和学園大学共生社会学科編入
　・平成23年３月　敬和学園大学共生社会学科卒業
　・平成23年４月　聖学院大学大学院修士課程入学
　・平成23年12月　若者を応援する地域ネットワーク

の会「ぶーば・にーば」設立
　・平成24年９月　聖学院大学大学院修士課程卒業

島田教育委員
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市報ウェブサイト版 南魚沼市　市報 検 索

市役所
本庁舎

休日救急
診療所 北

分
館公園

南魚沼市役所前
六日町

東口

13：30～16：00
18：00～翌朝6：00
12：00～翌朝6：00

中山医院
六日町病院
六日町病院

７８３－５５００
７７2－7１１１
７７2－7１１１

内科

外科
16日
 （土）

　9:00～12：00
13：30～16：00
18：00～翌朝6：00

休日救急診療所

六日町病院

773－6688

772－7111

内科
外科

　9:00～12：00
13：30～16：00
18：00～翌朝6：00

休日救急診療所

六日町病院

773－6688

772－7111

内科
外科

17日
 （日）

■
発
行
日

　
2
0
1
3
年
2
月
1
日
　
第
9
9
号

■
発
　
行

　
南
魚
沼
市
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書
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報
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●問合せ／医療対策室　☎773-6706

南魚沼市　救急医療 検 索

9日
 （土）

　9:00～12：00
13：30～16：00
18：00～翌朝6：00

休日救急診療所

六日町病院

773－6688

772－7111

内科
外科

　9：00～12：00
13：30～16：00
18：00～翌朝6：00

休日救急診療所

ゆきぐに大和病院

773－6688

777－2111

内科
外科

13：30～16：00
18：00～翌朝6：00
12：00～翌朝6：00

坂内医院
ゆきぐに大和病院
ゆきぐに大和病院

７７６－２０１５
７７７－２１１１
７７７－２１１１

内科

外科

13：30～16：00
18：00～翌朝6：00
12：00～翌朝6：00

中澤医院
六日町病院
六日町病院

７７３－３２１１
７７2－7１１１
７７2－7１１１

内科

外科

11日
 （月・祝）

2日
 （土）

3日
（日）

10日
 （日）

日にち 受付時間 医療機関 電話番号診療科

市報に掲載する人名は、差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。　この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。

◎休日救急診療所の所在地
市役所本庁舎南分館
（旧南魚沼市保健センター内）
☎773-6688
（日曜・祝日のみ）
◎脳神経外科の休日救急医療
土曜の12:00～翌朝6:00と
日曜・祝日の6:00～翌朝6:00は、
齋藤記念病院　☎773-5111で診療しています。
★市消防本部のテレホンガイド
　☎782-1991でも、その週の当番を確認する
　ことができます。
　（変更する場合があります。確認してからご利用ください。）
◎医療機関の適切な利用にご協力をお願いします
通常の外来診療時間は検査技師・薬剤師などのスタッフも揃って
いるので、夜間より適切な治療が行えます。できるだけ通常の診
療時間内に受診しましょう。また、「かかりつけ医」を持ちまし
ょう。かかりつけ医を持つと継続して日常的な医療アドバイスを
受けることができます。手術などで総合病院の受診が必要になっ
ても紹介状によりスムーズに受診できます。

周辺
地図

日にち 行事名・時間・会場など

秘書
広報室
から

　

大
勢
の
人
が
訪
れ
た
雪
見
市
。
す
べ
て
が
静

ま
り
か
え
る
雪
の
季
節
に
冬
の
楽
し
み
を
み
つ

け
て
ほ
し
い
、
魚
沼
の
魅
力
を
再
発
見
し
て

ほ
し
い
、
そ
ん
な
思
い
で
始
ま
り
ま
し
た
。
企

画
・
運
営
は
、
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッフ

が
行
い
ま
し
た
。
予
想
を
上
回
る
入
込
み
で
、

寒
中
の
イ
ベン
ト
は
大
成
功
で
し
た
。

　

雪
は
、
重
く
冷
た
く
苦
し
い
も
の
で
す
が
、

雪
な
く
し
て
は
魚
沼
の
生
活
・
文
化
は
語
れ

ま
せ
ん
。
ま
さ
に「
雪
あ
り
て
」で
す
。

　

雪
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
を
守
る
取
り
組
み

を
応
援
し
た
い
。
来
年
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッフ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

16●土 読書のつどい
14：00～15：30　南魚沼市図書館

17●日 猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00～15：00　エフエム雪国

22●金 乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」
10：00～11：30　大和公民館

14●木 第４回「親子サロン」
10：00～11：30　市民会館2階

25●月 第2回農業委員会総会
9：30～　大和庁舎３階旧議場

28●木 国民健康保険税9期の納期限日

■ 時　間　9：30～15：30
「ほのぼの広場」は、各地区★印の会場で開催します。

● 2月21日（木）　11：00～
　支援講座　「大型絵本」　保育士

「親子での遊び」「子育ての仲
間同士の情報交換」「育児相
談」などにご利用ください。

【問合せ】 子育て支援センター ☎７７３－６８２２

★大和会場：大和庁舎（３Ｆ）
　毎週 月・火・木曜日

● 2月20日（水）　11：00～
　支援講座　「大型絵本」　保育士

★六日町会場：ふれ愛支援センター（２Ｆ）
　毎週 月～土曜日

● 2月19日（火）　11：00～
　支援講座　「大型絵本」　保育士
※どの会場にも参加できます。※予約は不要です。
※保険料として1人10円をお願いします。

★塩沢会場：塩沢庁舎（北棟２Ｆ）
　毎週 火・水・金曜日

2月2日～17日
ウェブサイト版

●人口 60,858人（先月比 31）
●男 29,787人（先月比 －22） ●女 31,071人（先月比 53）
●世帯数 19,705戸（先月比 38）

市民の動き
（平成24年12月末日現在）

2月18日（　月　）　13:30～16:00　働く婦人の家〔浦佐〕
2月27日（水）　14:00～16:00　本庁舎
3月　1日（金）　13:00～16:00　塩沢老人福祉センター
【問合せ】総務課　防災庶務班 　☎773-6660

市報

2
2
2

市報

今月の表紙
　１月20日、雪見市のワークショップコーナーのかんたん製本教
室。白紙と選んだ表紙をかがりつけ、かがり糸の余りをしおりひも
にします。３冊のかわいいミニノートができました。
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